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■
１
月
９
日

〈
第
12
回
委
員
会
〉

証
人
尋
問
の
検
証
と
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

■
２
月
12
日

〈
第
13
回
委
員
会
〉

現
在
の
道
の
駅
運
営
会
社
の

代
表
取
締
役
か
ら
の
事
情
聴

取
（
非
公
開
）
を
実
施
。

■
２
月
17
日

〈
第
14
回
委
員
会
〉

（
株
）
成
和
の
下
請
業
者
の

代
表
取
締
役
へ
証
人
尋
問
を

実
施
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
建
設

工
事
に
つ
い
て
証
言
を
求
め

た
。

■
２
月
20
日

〈
委
員
長
報
告
〉

　
本
委
員
会
で
は
、
令
和
５

年
度
事
業
で
あ
っ
た
「
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
支

援
事
業
」
に
関
す
る
、
本
市

の
公
金
支
出
に
つ
い
て
調
査

す
る
為
、
令
和
６
年
７
月
５

日
に
、
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
。
10
月
１
日
、
市
議
会

初
と
な
る
地
方
自
治
法
百
条

の
権
限
を
付
与
し
た
所
謂
、

百
条
委
員
会
と
し
て
、
令
和

７
年
２
月
17
日
ま
で
の
間
、

計
14
回
に
渡
り
、
多
く
の
関

係
者
か
ら
聴
聞
を
行
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
、
本
委
員
会
を

設
置
し
た
こ
と
自
体
が
、
市

議
会
と
し
て
今
回
の
事
案
に

対
す
る
不
可
解
且
つ
、
大
き

な
疑
念
の
表
出
で
あ
り
、
今

回
の
公
金
支
出
に
つ
い
て
の

妥
当
性
を
認
め
る
議
員
は
、

当
初
か
ら
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
委
員
会
が
会
を

重
ね
る
に
連
れ
て
、
補
助
金

の
一
括
概
算
払
い
及
び
そ
れ

の
委
任
払
い
契
約
相
手
や
、

そ
の
関
係
業
者
の
不
透
明
な

実
態
が
明
る
み
に
な
り
、
前

例
に
な
い
異
様
な
支
出
で
あ

る
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　
ま
ず
、
こ
の
事
案
の
端
緒

と
な
っ
た
の
が
、
令
和
４
年

11
月
の
道
の
駅
売
買
契
約
の

際
で
あ
る
。

　
市
側
は
、
前
経
営
陣
の
役

員
会
で
の
合
議
に
よ
り
、
エ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
へ
の
売
却
が

決
定
し
た
と
抗
弁
す
る
が
、

そ
の
購
入
資
金
す
ら
購
え
な

い
同
社
に
対
し
、
副
市
長
及

び
職
員
に
よ
る
購
入
額
の
半

額
を
超
え
る
３
千
万
円
の
融

資
を
行
う
と
い
う
、
明
ら
か

に
公
務
員
と
し
て
の
倫
理
を

欠
い
た
行
為
に
よ
り
、
道
の

駅
の
所
有
者
に
し
て
し
ま
っ

た
。こ
の
事
に
つ
い
て
は
、本

委
員
会
に
於
い
て
も｢
南
島

原
市
長
等
政
治
倫
理
条
例｣

に
抵
触
す
る
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
た(

同
条
例
３
の
３)

。

ま
さ
に
こ
の
時
点
で
、
副
市

長
ら
の
行
為
が
無
け
れ
ば
、

道
の
駅
の
再
開
に
関
し
て
は

違
う
展
開
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
エ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
が
関
わ
る
事

は
無
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
同
社
は
、
購
入
後
ま

も
な
く
、
国
の
補
助
事
業
で

あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

計
画
を
市
に
提
案
し
、
申
請
、

採
択
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
令
和
５
年
８
月
、

「
工
事
費
の
全
額
を
前
払
い

し
な
け
れ
ば
、
着
工
で
き
な

い
。」と
い
う
同
社
の
言
い
な

り
に
、
し
か
も
、
こ
こ
が
指

定
し
た
建
設
業
の
許
可
を
持

た
な
い
業
者
に
、
全
額
委
任

払
い
で
９
千
万
円
を
振
り
込

み
、
今
に
至
る
大
問
題
を
引

き
起
こ
し
た
。
こ
の
際
、
指

定
さ
れ
た
業
者
に
つ
い
て
、

一
寸
調
べ
て
い
れ
ば
、
明
ら

か
に
不
適
格
で
あ
る
事
が
判

明
し
、
こ
の
計
画
の
不
自
然

さ
が
露
呈
し
、
振
り
込
み
を

回
避
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
計
画
中
止
後
の
市
の

対
応
に
関
し
て
も
、
振
り
込

み
後
の
業
者
に
よ
る
工
事
の

遅
延
状
況
は
認
識
し
て
お
り
、

し
か
も
令
和
６
年
初
頭
か
ら
、

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
が
道
の
駅

の
売
却
を
進
め
て
い
る
事
も

把
握
し
て
い
た
。
こ
の
時
点

で
当
該
計
画
の
破
綻
は
予
測

で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、

９
千
万
円
回
収
へ
向
け
て
の

準
備
に
入
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

現
在
、
係
争
中
で
あ
る
が
、

一
連
の
対
応
は
非
常
に
緩
慢

で
あ
り
、
計
画
当
初
の
申
請

決
定
や
、
全
額
概
算
払
い
及

び
、
そ
れ
の
委
任
払
い
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
の
迅
速
さ
と
は
、

対
局
を
為
し
て
お
り
、
大
い

に
違
和
感
を
覚
え
る
。

　
さ
ら
に
、
報
告
義
務
の
観

点
か
ら
も
、
副
市
長
は
市
長

に
対
し
、
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

へ
の
融
資
の
報
告
を
し
て
お

ら
ず
、
一
年
半
以
上
後
の
令

和
６
年
の
夏
に
、
市
長
か
ら

問
わ
れ
認
め
た
。
行
政
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
堅
持
す
べ
き
立

場
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

真
逆
の
行
動
で
あ
り
、
と
て

も
看
過
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
、
概
算
払
い
を
執

行
し
た
件
も
、
そ
の
翌
月
の

議
会
に
於
い
て
何
ら
の
説
明

も
行
わ
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
本

委
員
会
で
質
さ
れ
た
時
は
、

「
業
者
が
契
約
通
り
に
事
業

を
遂
行
し
て
お
れ
ば
何
の
問

題
も
な
く
、
議
会
に
報
告
す

る
必
要
は
無
い
、
と
考
え
て

い
た
。」と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
者
が
、

行
政
運
営
の
最
上
位
で
指
示
、

裁
可
を
行
っ
た
こ
と
が
、
今

回
の
事
案
の
大
き
な
要
因
で

あ
る
。　

　
政
治
は
常
に
結
果
責
任
で

あ
る
。
事
案
に
よ
り
、
そ
の

軽
重
は
あ
る
と
思
う
が
、
今

回
の
件
に
関
し
て
は
、
南
島

原
市
の
評
価
を
貶
め
、
市
財

政
へ
損
害
を
与
え
、
さ
ら
に

市
政
に
対
す
る
市
民
の
多
大

な
不
満
・
不
信
を
生
じ
さ
せ

た
事
に
対
し
、
市
長
及
び
副

市
長
の
負
う
べ
き
責
任
は
重

大
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
得

な
い
。

※

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等

開
設
支
援
事
業
補
助
金
調
査

特
別
委
員
会
調
査
報
告
書

隈
部
和
久 

委
員
長

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
支
援

事
業
補
助
金
調
査
特
別
委
員
長
報
告

（
第
１
回
委
員
会
か
ら
第

11
回
委
員
会
ま
で
は
、

議
会
だ
よ
り
№
74･
75
に

掲
載
）
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〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
公
有
財
産
管
理
費
、

シ
ス
テ
ム
管
理
費
、
庁
舎
等

管
理
費
の
増
額
の
理
由
と
、

広
報
推
進
事
業
の
歳
出
が
３

分
の
１
ぐ
ら
い
に
減
っ
て
い

る
が
。

　
　
　
公
有
財
産
管
理
費
は
、

堂
崎
港
埋
立
地
購
入
費
に
よ

る
増
額
、
シ
ス
テ
ム
管
理
費

は
国
の
施
策
と
し
て
進
め
て

い
る
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に

伴
い
、
広
域
圏
負
担
金
な
ど

が
大
幅
な
増
額
、
庁
舎
等
管

理
費
は
、
西
有
家
庁
舎
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
南
有
馬
庁
舎

の
ト
イ
レ
の
改
修
事
業
に
よ

る
増
額
。
広
報
推
進
事
業
は
、

６
年
度
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
３
千
万
円
近
く
か
け
て
、

ビ
デ
オ
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し

た
が
、
一
旦
終
了
し
縮
小
し

た
経
費
で
対
応
す
る
こ
と
に

よ
る
減
額
で
あ
る
。

　
　
　
防
犯
灯
整
備
事
業
で

自
治
会
か
ら
の
要
望
に
応
じ

て
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

市
独
自
で
防
犯
上
の
た
め
に
、

防
犯
灯
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

　
　
　
基
本
的
に
は
自
治
会

か
ら
の
申
請
に
よ
り
設
置
を

す
る
考
え
で
い
る
。
例
え
ば

自
治
会
の
範
囲
に
入
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
な
ど
、
そ
う
い

う
場
所
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
そ
う
め
ん
の
Ｐ
Ｒ
は

今
回
で
何
回
ぐ
ら
い
に
な
る

の
か
。
そ
う
め
ん
生
産
量
拡

大
支
援
事
業
補
助
金
、
新
た

な
人
材
と
し
て
外
国
人
労
働

者
を
雇
用
す
る
費
用
の
一
部

と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
在
ど

れ
ぐ
ら
い
の
特
定
技
能
外
国

人
が
、
そ
う
め
ん
業
に
従
事

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
Ｐ
Ｒ
事
業
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し

て
お
り
、
本
年
度
の
Ｃ
Ｍ
の

本
数
は
、
関
東
圏
で
６
７
０

回
、
九
州
圏
で
１
，
０
２
０

回
の
放
送
予
定
。
外
国
人
の

雇
用
は
、
特
定
技
能
外
国
人

と
い
う
縛
り
を
か
け
、
雇
用

さ
れ
た
方
１
人
当
た
り
20
万

円
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
６
人
を
支
援
し
て
い
る
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　
給
食
費
の
３
人
目
以

降
の
補
助
の
該
当
者
は
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
、
学
校
の

ト
イ
レ
洋
式
化
率
は
。

　
　
　
給
食
費
に
つ
い
て
は

令
和
５
年
度
実
績
で
、
支
給

し
た
人
数
が
２
２
２
名
、
世

帯
数
で
１
９
８
世
帯
。
小
・

中
学
校
ト
イ
レ
（
校
舎
、
体

育
館
、
屋
外
ト
イ
レ
）
の
洋

式
化
率
は
51
・
９
％
。

〈
建
設
部
関
係
〉

　
　
　
危
険
家
屋
除
去
の
予

算
は
ど
の
よ
う
な
過
程
で
計

上
し
た
の
か
。
ま
た
、
半
分

が
国
費
、
半
分
が
一
般
財
源

だ
が
、
除
却
し
た
後
の
土
地

の
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
、
市
の
持
ち
物
に
な
る

の
か
。

　
　
　
空
き
家
対
策
総
合
支

援
事
業
で
、
危
険
空
家
除
却

の
略
式
代
執
行
を
予
定
し
て

お
り
、
特
定
空
家
に
指
定
し

て
い
る
空
き
家
で
あ
る
。
所

有
者
が
法
人
で
、
破
産
、
解

散
し
、
清
算
人
も
死
亡
を
し

て
い
る
状
況
で
、
所
有
者
が

現
在
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
、

老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
倒
壊
の

お
そ
れ
が
あ
り
、
早
め
の
対

処
が
必
要
と
の
判
断
で
、
市

で
略
式
代
執
行
と
い
う
こ
と

で
、
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

土
地
の
名
義
は
別
の
方
に
な

っ
て
お
り
、
今
協
議
中
の
段

階
。
土
地
を
寄
附
し
て
も
ら

う
か
な
ど
、
早
め
に
結
論
を

出
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
生
活
環
境
整
備
事
業

で
、
補
助
金
と
し
て
４
千
万

円
計
上
し
て
い
る
が
、
各
自

治
会
か
ら
の
申
請
分
は
予
算

化
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　
各
自
治
会
か
ら
の
申

請
分
は
準
備
が
で
き
次
第
、

補
助
金
を
認
定
し
て
整
備
し

て
も
ら
う
が
、全
て
の
申
請
分

が
実
施
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

〈
環
境
水
道
部
関
係
〉

　
　
　
他
市
で
は
、
下
水
道

施
設
が
老
朽
化
し
事
故
が
発

生
し
て
い
る
が
、
本
市
の
状

況
は
。

　
　
　
水
道
施
設
は
、
昭
和

の
高
度
成
長
期
の
と
き
に
設

置
し
て
い
る
た
め
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
老
朽
化
し

て
い
る
管
路
は
、
計
画
的
に

更
新
を
行
っ
て
い
る
。
下
水

道
施
設
は
水
道
施
設
に
比
べ
、

施
設
自
体
新
し
い
が
、
今
後

は
老
朽
化
が
進
む
た
め
対
応

を
考
え
て
い
く
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
医
療
的
ケ
ア
児
等
支

援
事
業
は
３
名
分
を
見
込
ん

で
い
る
と
の
説
明
だ
が
、
事

前
調
査
で
該
当
し
そ
う
な
人

が
い
る
の
か
。
主
に
は
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
支
援
と
思
う
が
、
医
療
的

ケ
ア
児
等
に
対
応
で
き
る
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ど

れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予

防
接
種
健
康
被
害
給
付
金
が

90
万
２
千
円
の
国
庫
負
担
金

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
健

康
被
害
が
何
名
あ
っ
た
か
。

　
　
　
事
前
に
調
査
を
し
て
、

現
在
対
象
と
な
る
見
込
み
の

方
が
２
名
、
新
規
を
含
め
て

３
名
分
計
上
し
て
い
る
。
対

応
で
き
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
市
内
に
は
な
く
、

島
原
市
の
１
か
所
と
雲
仙
市

の
１
か
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
健
康

被
害
は
１
名
分
で
、
内
容
は

医
療
費
、
入
院
、
通
院
、
医

療
手
当
で
あ
る
。

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉

　
　
　
津
吹
湖
流
末
の
フ
ラ

ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
巻
き
上
げ
機

設
置
工
事
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
巻
き
上
げ
機
を

設
置
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
水
門
を
、
手
動
で
巻

き
上
げ
で
き
る
機
械
の
設
置

を
検
討
し
て
い
る
。

【
討
論
な
し
】

（
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立

多
数
に
よ
り
原
案
可
決
）
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質
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答
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答
弁

答
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答
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答
弁

答
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田
中
次
廣 

委
員
長

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
議
案
第
21
号｢

令
和
７
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
予
算｣

を

　

原
案
可
決

主
な
質
疑


